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:¥
.、昭
?
:
1
^
5
ニ

月

掘

所

載

豫

定

〕

に

於

て

論

究

、
じ

：

.

.
た

ら̂
、
本
調
畓

.̂

に̂
於
て
は
こ
の

^
つ̂
^
て
簡
取
に
觸
れ
る 

■
'「

程
度
に
止
め
た
'.
0

:

'
'V. 

:
■
.
- 

:

 

:

•:

,

マ
日
：本
中
小4
業
間
題
解
明
<6

焦
點
は
沄
ぅ
迄
も
な
<
、
中
小
エ 

:

W

の
社
會
經
濟
的
內
客̂

そ
の
發
展
傾
询
を
•明
か
な
ら
し
め
る
點

. 

^
.
あ
-̂

。
._從
つ
..て
分
.翁
視
角
も
か
V

る
觀
點
.か
ら
確
^.

さ
，る
べ'き
. 

ノ
で
あ
：.る
'°

か
べ
て
小
宮
山.琢
1:
:

氏
.

(
「

日
本
.冲
小
>
|
業
硏
^

昭
和
十 

ー
七
年
河)

は
：，-1
問
亂
は
資
本
.0

成
長
或
挝
資
本
と
勞
靡
の
免
化0. 

歷

史

ヘ

的

製

性

.そ
の
ん
の
ゼ
懸&

ハ
と
さ
れ
、
T

S

の
解
答
へ
P

 

手
懸
ヵ
と
し
..て
日
^

中
小
エ
業
の
存
立
す
る.か
|:
ち

を

產

業

資

本

. 

確
立
‘め
視
點
か
ら」

.
次
の
如
ぐ
措
定
し
た
。

(

A)

中

小

工

業

の

獨

立

形

態

.

‘

:

(

B)  

>_
外
ぼ
業
:0

.
#
屬
形
萬
、.;(
1
)支
配
者
が
問
顏
或
は
澈
業
へ 

.
資
本
輸
出
質
易
資
本-
貨
店
資
本
等'?

;
る
場
合
^
問
屋
制
家
內
系

三
七 

0,1
0ニ)



戦
後
中
小H

業
の•！：；

態 

，

,
,

業
>
、2
下
晴
梁
者
の
生
產
が
資
本
家
的
坐
產
た
ら
ざ
；
も

の

〈

舊 

•問
屋
制

'エ
業
或
&
家
內
：エ
業-

)

"(̂
卞
|
1

者̂
の
名
»
が
1
應
資
本 

_

售

の
^
2

:̂
翁

震

ぎ

.の
'(

新
問
屋
制
工
業

)

、
濯

.一：

:

”：：：而
ル
わ
民
に
：す
れ
ば
、

(

A)

：:c
a
獨
立
形
態
は
白
本
で
ば
管
外
一 

い
的
な̂

ね
め
問
題̂

す
べ
き
免
な
ぐ
、
：；

^

^)

:o
從

屬

繼

の

中」

-.
 

扮
ら
^r̂

s
i

が
：i

i
性
と
，̂

:
ひ

分

け

推

轉

の

違

本

雙

向

聋

，：： 

.

.
:
.
つ
か
む
> 

1と
ボ
>
_
本
中
小
ゴ
業
問
題
め
漱
質
，

'へ
(6
宥
カ
^

^

、：

「

 

4
ネ
れ
れ
：や
で
ぁ
る0
か
べ
0
如

ネ
:/
)>
宮
山
氏
の
酿
满
は
、
從

來, 

の
^
解
仁
對
し
て
一
の
前
進
を
澈
浓
し
尤
も

0
で
ぁ
令
ね0
き

ち 

#
來
の
5

,̂
.

(

例
^

^
講
鹿
派
5
:
ば
'>
#
質

的

で

ぁ

，
ダ

：

{
^
雜

な
■:
.
 

.
:權
成
»
ょ
扒
鹿
る
中
小
エ
業
を
、
：：坐
產
ヵ
：の
厫
開

=
=慶
業
資
本0
.
,
、
 

.形
成
な
る
視
點
：か
も
把
握
せ
次
，
：を

〗

れ
も
固
定
ま
し'
1' t
北

し

同
.-.

: 

質

化
'0

-.
'.'■•3̂

エ
_
0
讀
展
'«
向
|
.
か 

::

る
事
仁
失
敗
し
た
。
そ
れ
に
對
し
龙
小
宵
山
氏
は

.、
^
小

.エ
_

の
.'
,

(

：
' 

存

立

福

を

：，~-
|產
業
資
本
の_
立」

；.
=
生
產
ガ
が
展
開0
視
點
か
^
 

.も
規
定
す
る
事
：に.よ
：义

'.
:
:
そ
^
發
展
顧
向
を'明
が
に
：せ
：ん
^
レ
微 

:れ
。,併
1 /
乍

左

氏

：の

措

定

^
杧
經
營
形
態.は
幾
多
：.の
；點

.嚴

ず

缺
|
: 

.'陷
を
包
蔵1>
? :
デ

.免
の

^

^
%
點
は
、
へ
先
づ̂
は

- 1
^
|

*
ギ

.(
0
_

〉

確
立

.

I
.

論

點

を

求
.め
^
ら
、
：失

'々
の
：求

H

業
そ
の
も̂

の
：
#

に:
於
け
る
生
產
力
(D

展
開
II.
產
業
資
本
(D

形
成
乃
至
を

れ
ベ
(O

發̂
jS%
柳 、

‘

.

.
三

八
-
0

5
一
一
-

:

一

■
M
傾
時
を
把
握
配

H
從
屬
の
形
態
マ
へI

.
で
^
く)  

p

 

i
:)「

支
配
；；

U

す
^
も
の
■が
、問

屋
.
:；
商

業

勢

本

で

：あ

’る
；か
、
_
大
工 

い
揚' 

:
エ

雇
本
で
ぁ
冬
が̂:
ょ
ウ
て

.經
廣
形
瀨
を
措
定:1

,
、

.そ
れ

'.
. 

.^ '
同
時
に
一
各
經
營

.の
發
展
段
階
的
な
差
數
を
：示
^

^
の
と
し
た
酈

-  

.に
第
！0.間
題
が
；^ :
^

- °
第
|.1:は
ぞ
れ
良
身
決
し
で
特
齋
0 ,
發

辑 

.霞
钇
示
ず
ぢ
の
で
妒
切
間
屋
制
家
內
エ
業
を

' 
.
獨

立

が

發

猶

段
 

隙
と

.し
て
、
' 將
殊
の
比
業
形
態.ど
：3
で
把
搗
1/
把
禮
忆
氏
の
誤 

'
及
が
あ
る0
V.何
^
,
ら

麵

制

家

內

勞

働i

:資
本
制
家
內
勞
働 

(

ば
、
養
商
品#
產
一t

小
潜
§

..
'
1
:
マ"

^

ユ
ア

i
機
械 

ゴ
制
：9
_
ー
突
3 :
場)

6 1
諸
發
展
段
隙«?

;'-共
存
す
る
'
£
に
ょ
り
歷 

史
的
性
格.を
得

.る
七
？こ'ろ
の
、;-
商
業
資
本
が_

駔
^:
支

配

す

る
 

態
^
外
な

.ら
r i
:

:.v
-.か
ら
^
あ
^

.
:•■
• '
:' 

.

.

.

.か
：
乂

： 0
^

き
小
首
山
氏
の
缺
陷
ば
、
べ
結
局
問
題
：を
生
產
沩
と
生

.  

:產
關
係

'の
»
扰
4
相
五
滲
透
な
る.視
點
#
ら
把
握
甘.必

れ

泣

.
か

づ 

:
| :
事

，に» .
く
:0
.
:异
ぅ
ま
で
も
な
く
豐
の
發
展
：の

.原

.動

カ

は

生

產
 

.カ

の

震

に

あ

か.0
,
.し
が
ぎ
生
產
カ
は
、
，
ぞ
办
に
；ょ
つ
て
規
定
さ 

:
れ
? :
畫

關

係

に

：
± ,
づ
て
助
長
さ
れ
或
は
阻
也
：

$
:
4
っ
\
、

..'
1
言 

に
^
て
«

§

生
產
カ
ム
生
產
關
係
の
嚮
抗

"
相
瓦
*
&
の
中
か 

」

«-
特
定
0
發
展
肌
邮
を
迪
る
も
の
：で

.あ
?>
.
;0',
.
'
從

ク

て

生

產

カ

と

坐 

—

關
輝Q

.
何

•
が
1
方
が
他
を.1
面
的
に
規
定
务
る'̂
な
す
の：
—

.當

.然
誤
ダ
で
ぁ
各
り
小{&.山
：氏
が. '「

支
.配
_1:す
る
も
(6
'
が
如
ー
何
な

ノ

る

漱

顧

の

資

本

：
で

.あ

な

が

に

ょ

つ

、
て

、

.
：
生

產

カ
.の

霞

が

眾

さ

れ
.

:

石
と
す
灸
セ
ぎ
、
ぞ
れ
は
か.
^
る
謝
り
に
陷
っ7:
^

で

ぁ

衫

、
：
同
一
： 

時
.に
坐
產
カ
，の«

展
段
階
之
0

--
7::把
撞
さ
る》

き
3:
.

發
展
形
，
 

態
を
芷
確
ぼ
把
握1/
得
双
か
0
?:

の

ガ

ぁ

：
つ
：
た

。
：
：
：
：

 

'ぐ
.，
-■
‘

.

.迪
土
の
如
ぎ
へ
小
茛
腐
^

方
法
論̂

對̂

て
、
：麵

田
四
郞
氏 

(
「

三
田
學
會
雜
誌
^

昭
和
十
七^

十
方
愍
へ
藤
田
敬
ゴ
ー
铸
蒂
大
新
聞

」

： 

:
,昭
和
屮
六
苹
九
，
八
0

號
>

:

ょ

が

書

妣

判

が

展

開

さ

れ

ね

？
豐

田

；
 

波
ば
先づ

.：

：

「

：こ
の
猶
吩
豳
論
：の

.

方
沬
1

土

：の
難
點3
泛
 

勞
働』

'

を
ぼ
近i

業
の
®

^

隙；

•

輕
麝
形
態
か

>
<

-
2
^

し
， 

之
れ
を
觸#

の

馨

と

じ：：て

潜

す

る

と>
.)

ろ
"-

に
-'

—1

存
在i

す
：： 

.

，る
と
さ
れ'つ'
、
、■•

小
宮
山
氏̂

「

新

、«

問
屋
制/

ノ

幸

慕
1

'

な

る.潛

.0

馨

の

へ

檢

出

の

基

準

?:
•.
る

「

猫
属」

、.

:,

殳

酸

な 

る
概
念
の̂

^

性
を
衝
い
た
。
：ぞ0

て

豐

珥

氏

ほ

.

.

「

問

題

の

核

心'
 

は
.
.

1~

方
.が
他
^

か
ら
.
.

『

^

sa
J 

.'
.̂

受
げ
.'て
卜
る
..か
否
か
に
：
.ぁ
.る
0 

リ
で..は
な
く
し
て
、
そ

の.

『

支
配』

の
內
溶
そ
の
名
ひ
が
一
事
實
上 

0

生
產
め
關
係̂

^

味
ず
冬
'̂

のー；で
あ
る
か
、.：.或
被
單
に
.流
通
過
：
 

.程

.上
'の
"
^

^

^す
ぎ
ぬ
.も
.の
：で
.あ
.
^
か
、
ノ
の.ぅ
ち
..に
，あ
.

k
?
J

 

t
o
レ 

て
、
生
產
關
係
彦
の
も
め
の
内
容
霖
を
強
調
さ
れ
ゎ
の
へ
で
ぁ
っ

'

:*
に
；S 3
刖

暮

料

に

：對̂
,
ふ
出
來
高̂

6

で
：
の
：
加

H
.

と
云
ぅ
事
實 

J ;
の
生
產

.の
：：關
係
そ
意
味
す
る

':場
合
：J

:.
^
;
f

『

齒

』

-
と
し
て
の 

.單
ぢ
る

.流
通

.上p

產

.に

.翁
ぎ
ぬ
場
合

」
^
ニ
點
を
擧
げ
ら
れ
た.

I 

:に
逢
ぎ
«
い
9

^
'

る
分
祈
視
點
か6.

.は
、
何
等
中
小-0

:
業
の
發
；
 

」

座

傾

向

益

：本$:考
把
握
ず
る
：こ

と

が

祟

な
.5.?.
.1|̂
な
.ら 

,:
.

「

t
®
 j  

:ぼ
前
述
し
た#
く
、.
生
遨
關
係.と
相
淇
規
定
の
關
篇̂ 

一 ';

あ
：る
生
產f
^

<o
i

CD
h

:l
>:て
、
そ
：の
展
開a

M

CD
:
視
角
か
ら 

.

.

.
捉
ぇ
ら
れ.ね

ぼ

な

、
ら

な
.
U
が

ら

で.が

る
0,豐

田

氏

の

如
<-
'
-
'
事

實 

..
.上
'ぬ
生
產
0 .
吏
«
が
或
§
流
通
上
の
支
配
か
と
考
フ
外
茴
的
な
關 

.、係
冷
み.に
扼
わ
：れ

て

る

の

は

、
，
結
局
坐
產
力
を
無
視
す
る
も
の 

\'で
あ
-る
。
': .
:
.
.
.
..
.
.
:
''
.
:-
.
.'

--
:/

'- -

V

;:
'.匆
儒
我
：々

と
で
も
後
者
に
沘
し

.：て
前
者
の
：束
縛
度
が
大
き
く
、 

東
配
下
に
ぁ
：る.エ
場
の
發
展
に
；
對0 :
て
ト
の
；隹
措
度
が
夫
で
：ぁ 

'
办

'>-
'
寧
ろ
そ
の
內
に
は
.段
階
ぎ
差
異
す
ら
存
在
す
る
事
を
認
め 

'る
も
吖
で
あ
る
：
0
併

し

怎

か

：>
る
生
產
關
係
の
馨
籣
ら
し
た 

:原

動

カ

傭

で

ぁ

：
つ

| :
和ボ實ば間既なの：

兔

*
に
.考
ぇ 

‘ぃ
ね
：ば/|
ら
灯
^
と
は
.、
：が

 

> る坐產關係と相し相

W

渗透、

し
.

合
：

S

乍
ら
も
、
遂
.：に
か

 

>

‘

桎
梏
を
打
破
.し
或
は
そ'0
中
か
ら 

ね

タ

か

豐
II
I
.

氏
'

(

藤
田
氏
も
赂t

同
.

じ
で
：あ
る
が

)

¥

§

.

':
■
.
:

:

發
展
す
る
も
ゐ
ば
な
か
つ
セ

^
^

.

は

正

に

小

宫

山

床

の

靈
0

:

#

彳

，
ポ
ィ
义
ト
を
衝
乂
も
の

-

で

あ
‘，

. 

>

る
事
を
可
能
なn

.^

る
も
：の
こ
ぐ
は
、
：袞
ナ
支
で

.

も
«
表
 

.

つ
ね
。
併
レ^

ら
を
め.
產

办
_

.

の
分
析
ぬ
視
點
と
し
て
、
簡
'
 

_务

ゆ

る

靡

會

：の
：進
展
の

.

.原
動
カ
た
る
べ
：音
生
產
カ
芡
あ
：る

0
 

f

.
■

,爾
後
中

.小
，
エ

業

：の

濟

旗

.

:
.
.
へ

：.
,■
'
.'

■.■

.

.V
,
k
:

#
.'
.

C
H
d
©)

、

,
.



- 

V.
:

四
‘

p
r
'

,':

ハ
1

3
五〕

.

.

.

SB

の
一
全
：系
列1-
-

と
^

^
捉
え
^

る
べ
き
も
.の
' で
あ
■.る
0.ュ
從
；つ
へ.て
..そ
_‘
. 

れ
ら
の
靈
系
烈
は
段
赔
馨
展
ど
：し.て

亲

尧

れ

.

.
て

は

：
い

る

が

、 

.實
は
'
1
商
業
資
本
の
外
業
部
支
配
：

」

：，な
る
同j 
'の
生
產
關
係
の
車''
: 

'あ
’る
七
か
ぐ
て
中
小
エ̂

の̂

祈

に

際

し

ー

て

は

^

中

小

エ

業

の

輕

.'.
-

っ

な

石

形

態

變

货

^

で

捉

え

も

れ

る

ー

に

過

ぎ

な

い

。
，
：
，
：

縈
そ
の
ネ
の
中
に
於
け
る
生
產
カ
と
生
產
關
係
の
勤
拔
“
相

五

滲;

へ
繰
1)
,返
.し
逑
べ
.亿
如
く
诠
產
カ
と
生
產
關
係
文
ゆ 

-

鐵
？W

れ
に
激
}

«

轉
.

©
基
本
的
方
间
を
把
握
す
ベ
；き
な
の.^あ

；；
.：

•常
に
對
抗
.
-|
|
,
相
互
.渗
透
の
關
係
：に
於
て̂

.る 
0ぃ

:

.:
'

-
•■
,

■
:
■.
>
:
ベ
:

:

.：
,
:■
:

■.
.
:
.
.
.
.
'
. 

:-'
.
.
.
.も
の
ヤ
あ
る
'9:

然
も
段
階
的
發
展
ダ̂
 

.

1
方
藤
：田̂

は

、

：
現

實

な

る

.求

±-

業
は
：--
7
1個
々
：の
中
小
規
模
：.'
'
場

が

あ

尨

、
，
そ

.の

生

產

カ

の
^

の
集
積
や
或
仗
ぞ
れ
办
禪
で
は
な
ぐ

.

、
ぞ
れ
は
生
命
あ
^

1

國

資
::
.

,生
產
關
係
そ
の.1
:

の
.

を
も
變
質
せ
す
：に
は
'«

が
ぬ
，の.で
あ
る0

妙 

本

主

灌

糧

：の
網
め
百
：の
中
に
於
て
决
：

^

の
：史
的
役
割
を
占
妁
0

.

..

.」

論
こ
の
場
合
、
.

我
ダ
は
單«

に
生
產
カ0
 

S

特
定
の
：坐
康
に
'

從
>

7

處
0

特
殊
な
聯
關
に
：お
げ
签
中
小
規
鑛
エ

-.
'::

.-

係

郎

ち

？
の
場
合
.

で
は
®

f

資

本

の

生

產

者

に

對

す

る

前

期

的

支

. 

業
の
集
稹
と
し
て
捉

」

.

(

藤
田
敬-

「

下
|

|

别
エ
業
論

」
'.
-
-

昭
和
十
七
，

配
を
打
破
し
?:

と
.

い
ふ
：の
一
で
は
な
く
、

-1「

商
人
、が
資
本
家
に
轉
化 

刑
し
ニ
ん
れ
ぱ
な
ん
な
い
と
主
張
さ
れ
る
タ
そ
し
て
氏
は
卞
肅
を

.

.
す
る」

道
の
展
陳
と
レ
て
把
握
す
べ
ぎ
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ 

;

獨
占
資
本
の
あ
：る
段
階
.

に
於
で.
支

翳
6

な
.

若

處

の

問

屋

制

、

.

ノ

る
0

:

へ
:-
.

'

.

.

.

丨 

資
本
並
祀
產
業
賓
本
の
商
業
資
本
的
充
用
：の
特
殊
形
態

」

'

と
し
て:

,

;,

特
定
の.
社
會
經
濟
的
構
账
體
に
於
げ
る

*

本
主
義
的
發
展

：

は

常
. 

規
定
.

し
、,
こ
.

れ
を
.

震

史

的

に

追

求

：す
る
こ
と

.

に
ょ
及
日
本
中
小
？

に
：

.「

生
產
者
が
資
本
家
に
推
轉
す
る

」

道
と
、
.

「

商
人
於
資
本
家 

；

エ
業
問
題0

本
質
を
解
明
せ
ん
と
す
る
0
:
'

か
>

•

る
觀
點4

ら
麟
田
：

,に
轉
化
す
る
じ
道
の
對
抗
”

相
互
滲
逶
の
中
に
方
向
づ
け

&

れ
る
、

. 

氏
•

は
知
多
及
福
井
の
織
#

業
を
分
析
さ^

て
、.
分

散

マ

ニ

ユ

フ

ア
-C

D

;

で
，あ
及
、
'

日
本
に
於
て
も
こ
の
-

例
に
洩
れ
る
も
の
で
は
な
い0

,
.

,

.
ク
•チ

ユ

：
〒

複

合
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ユ
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：
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チ
ユ
；ア
-

^

屋
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g
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1
商
人
が
資
本
家
に
轉
化
ず
る1_
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.
徵

は

決

し

ヤ

自

生

的

に
 

制
下
請
な
る
囊
系
列
を
明
か
に-し
-|
:
0

1併
じ
乍
ら
氏
.に
す
れI

’ 

で
な
く
、
.
.

「

生
産
者
が
資
本
家
に
推
歡

J

 

.す
る
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‘
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C

か
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展

弟

刿
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資
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商
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資
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外
業
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支
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對

應

し
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.
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.
^
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塵

倒

甘
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展
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す.る
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■
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\ 
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へ
：
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戰
後
セ
小
戈
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め
賞
部
べ
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へ
^
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そ
れ
は
單
な
る
生̂

力

I

般
では

；；：

か

>

る

生

產

關

係
^
 

配
の
內
容
^：

と
そ
の
，；3:-
か
ら
11

に
例
び
出
.ょ
ぅ
^

す
る
生
產
カ
、

• 

卽

,t
>
社
#

的
歷
史
时
な
生
產
關
係
と
：
_

づ
：
：
け

、
ら

れ

f:

生

：
產

ガ

：
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'

の
に
^

な
'̂
取
い
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し

管

前

者

は

資

本

主

義

的

鶩

の

I

輕
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に
は
相
遠
な
い.が
、.-
そ
れ
は
常.に
可
及
的
に
.價
値
泼
則
の»■
を 

奶
げ
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、
；：
自
已
0

猶
期
的
吏
配
べ
流
通
過
程
ょ
办
'の
利
潤
抽
出
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維
持
甘
ん
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す
る
°

^

{1
/

て
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の
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娘
度
.秦
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卷
 

は
、
き
0
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^
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「

生
^
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資
本
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推
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す
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展
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度
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何
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%

0
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て

ベ

: 

へ
そ
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跃
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激
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マ
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丨
複
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丨
エ
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な
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發
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'
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外
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配
な
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ぃ
る
生
產
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形
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變
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は̂
く
、

「

商
人
が
資
本
家 
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轉
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:す
.る
道
：餐

展

系

暫
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ぇ
&

る
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0

發
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於
け
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關
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く
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ぁ
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：
か
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る
茬
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段
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發
展
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^
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右
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し
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述
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；
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生
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者
に
轉
化

」
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_

0

自
在
的
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に
侬
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營
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カ
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小
j：
業
を
發
展
史
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追
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夫
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濟
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：
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に
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け
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エ
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史
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つ
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述
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ぐ
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.)

我
..々
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..意

圖
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る
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ろ
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本
电
小
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-.
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資
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主
義
め
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定
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蟲
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階
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、
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摘
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エ
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：
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イ
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.̂'
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；
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製
’ ....

品 :

 -  r-~ ^

ベーク ラ イ

ト.爾氣部品
■ . . . . : 

ス プ v y f

践 機 具 エ ン  

デ ン ，

ライタ一

自動窀’部品 
農 機 具 :

i i 動 难 部 品

ライタ一
. , • ■*
眞鋸家具

自動苹修理 

自動車部品

生 

消 

生 

消 

生

消、生 

生

浪、半 

消、生

生 

坐 

生 

生 

生

.中

..

•中
.■.-中
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:
.
.
中

..

. 
.̂u-
.
.
.

低
-'.中
'
-f
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產
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m
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m '

，獨

隹

獨

n

獨

m

獨

.獨

途

製
y

M , ：

加 、製 》修

製

加 、、

あ 製

製 
• .

加、修 、製 

修 、製 

' 製 •

加

加 、製
- * . ,

m m

修 _ 製 

製 ，

修 、製 

.修 、裝

製

¥11.57

U2.21

18.80

15.63

28.75 
1 '

10.20 

, 8.93 

?

17,^3

23.32

. .t. _

細

? ’

’ 9.26 

18；66

11.02

12.02

7.94

¥2.500
v . ' ■.
2,222

4,166

2,800

4,800

2,111

1,785

?

2,600

6,000

' 光

1,^50

?

1,666 

3,050 

?

2,500

2,500

2,000

( 1 ) :製= 製造 

加 i 加 :C 

修デ修理

( 2 )坐= _生產 

• ' 財

消 = 消費 

- nt

(3 )獨[=獨立 

. 、形 態 .
座 = 產桊 

_ 本下請 

商 =:商業 

钱本下請

m
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ツト
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農具ラィ多 
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生
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働
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摩
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レ.、-" _ 6 181,100

•ろ 昭21 19(8,000

i i 咭 ,8 150,000

农ノ.ニ 昭18 100,000

m 昭2 i 160,000
'' ■；.

'.へ ..... 昭18 38,00:0

と:' ： 咭21 4靖 00

ち : 昭17、-200/000

n  ■ 昭众 500,000

ぬ 大 5 200,000

る 瞄 13 60,000

-を ’ ぐ 昭19
■ ；'. .. . 'V

100,000

ゎ 昭14 50,000

か: 大12. 100,000

昭21 • 20,000
/i

だ 咭 ‘ 20,000

れ(2) _19 100,000

そ '昭14 :10,000

昭1S 10,000

( 1 ) O iX x
場 は 鋪 本  

社の分工場 

として竦间 

せしも、昭 

和 2 .1 苹 獨 立  

して經營を 
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；

.七

人̂

上

め.
規

模.の
0:

場

：
に

集

帘

さ

れ

て

.い

る̂

そ

の
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：
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は
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；
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れ
る
か
と^-

./
小

エ

場

ボ

大

都

分

を
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；
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八
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八
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塵
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す
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營
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滿
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熟
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に
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出
來 

-
る

。

；
匆

論

更

£

尚
‘度
の
も
め
も
考
へ
ら
れ.る
が
、
當
地
方
で
は
存 

在
.し
な
い
の
で
"

◎

ニ
つ
の
分
類
で
足
り
る
で.あ
ら
ぅ
0
.
そ
の
場 

合
、(

ほ)
(

£

 (

れ)

'(

つ
.

)

<D

'备H
#

は
汐
1

V

?
ト
旋
盤
を 

使
用
し
て
い
る
が
、
ター
V

ツ

，ド

旋

盤

，
は

汎

用

ェ

，
作

機

械

中

で

も
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四 

a
-r
I:
九
：>
\

力

と
、の
間
に
は
何
等
の
關
係
を
も
a
出
し
得
な
い
事
で̂
る
A 

て
、
各
經
營
に
ょ
る
賃
銀
の

.差
は
何
に
ょ
つ
て
掘
.定
さ
れ
る
如
过 

'少
く
と
も
表
か
ジ
は̂
か

.に
甘
ら
れ
な
い
。# .
し
乍
ら
、
ノ

「
贬
的

’
 

^ :
_

へ_

、1

^

^

1へ
夢
慟
者
ぬ.養
か
が
廣̂

i
-
砍
延
^

§

 

希
望
也
し‘め
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
か

.、
-る

事

例

は

^
_
然

赏
 

.地
方
に
於
て
行
は
れる
こ
と，は
充

八

カ

予

想

さ

れ

る

O  

.
以
上
め

(1
)
'
及
び
(2
)
の
ニ
點
ょ
ヵ
考
察
し? :
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば、

’ 

當

地

友

場

の

勞

働

條

件

は一般
に
劣
惡
で
あ
る

o

#
<? 

を
飯
働
花◎
» '

:

_

_
.€
需

修

脚
_

へ
切
#*
砍
も
4
:/
>,絕
體
的
_'
'

:：

余

麗

猿

證

馨
■

董

■

成
_

餐

.'
1
截

慕

：つ”：
.

い
て
、
<

6

兩

群

の

間

に

值

雪

瞭

な

，
ー

'線

'
を

畫

す

る

事

は

出
 

來
ぬ
が
、
併
し
前
に
述
バt:
如
ぐ
、
、A
群
は
未
熟
練
工
の
比
較
盼 

比
率
が
大
な
る
爲
勞
働
力©
價
格
の
平
為
«

は
低
下
し
、.從
つ
'T

翁

黎

.

■

遷

■

1

.

憑

—

證

還

.,^
_

暮

ー

^

;̂

丽
^:

墨

！̂

:;
l
/
K

嫌

余

^

^

_

爾
因
矛
飞
谭
：

_

,

論

響

篇

形

摄
_

1

讓

賺

絕

馨

剩
'»

愤
値
村
他
し
の
條
件
と
レ
て
作
用
し
ゴ
い
る
。
こ
の
謝
は
從
來
ょ 

か
！：：

本

小

工

業

の

一

の

特

微

と

し

て

衆

さ

れ

た

が

V

戰

後

に

於

て



バ
戰
後
中
亦
不
業

0-
實

態
';
',

ノ

- 

•

ハ
,

ノ 

^

'

,!

高
度
の
も
の
ゼ
あ
る
の1?
.
第
五
表
^

は
旋
盤
の
中
-に
は
含
ま
?̂
別

• 

/

項
を
設
け
巾
？
次

に
S

 (

り)

'(

ぬ
W

の
三
工
場
は
齒
切
盤
、

'蝴
’

切
旋
盤
、
ベ
ー
ク
ラ
ィ
ト
，用
*
壓
プ
レ
ス
を
使
用
‘し
て
め
る
•• 

, 

が
之
等
の
機
械
亦
前̂

レ
|:

單
、能
エ
：^

械

‘
に

屬

す

ぺ

ぎ

も

の

で

(.
.
 

i

o
 

r

方
”

li
b
等
g

x

#

以
外
の
；

H

場
に
は
汎
用
工
作
機
械
の 

.み
が
他
用
§
:
れ
て
ゐ
.る
。
哪
し
.て
、，
か

.
> 

石
ニ
大
別
だ
け
咒
は
直.•

ハ
乇
に
分
析
は
完
了1
な
い
爲
に
、
：饥
用0:
作
機
械
を
詳
細.に
'眺
め 

,

て

み

ょ

：、
ふ

こ

、

-に
人
れ
ら
れ
る
べ
き
機
械
は
殆
ど
ど.こ
、
の

町

-
エ
.

■場
で
も
見
れ
れ
る
樣
い
機
械
許
り
で
は
あ
る
が
ノ
そ
の
中
で
主
耍
、

'

な
役
割
を
な
す
旋
盤"
に
重
點
I

い
て
考
へ
て
み
ょ5

0

,

へ
：
爾

は

纂

■

■

纏

薦

寒

馨

舊

池

藝

盤

深

は
之
を
八
刀
け
て
、i

,

,唞
型
、,;
小
型
及
び
卓
上
旋
盤.と
す
る
。
. 

■竑
に
一K

ふ
大
塑
贫
盤
は
丑
冷I

九
尺
、
裏

は

四尺
-
:-

四
ト
五
•尺
,.
•

,

小
型
は
1
1
1-X

以
下
で
，あ
る
。
'特
殊
旋
盤
に
は
タ
1

レ
ッ
，>
及
び
螺
-

■'
■-;糸

嘲

義

泛
■

_

;1

:.:以
*

箱
分
類
£
:€

交
^

|

^

叢

：の
:^
.«
^

■
胬
別
比
难
は
第
五
表
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
り
、
更
に
此
等
の
旋

‘ 

，盤
と
贤
汎
用
エ
作
屬
械
と
が
比
率
は
氟
六
表
に
見
も
れ
る
如
く

' 

• 

で
あ
る
,°' 

. 

.
‘ 

, 

, ■
;
、

'

第
夫
表
に
ょ
れ
ば
、
旋
盤
が
他
の
汎
用
で
•作

擻

械

と

励

數

以

上

‘彳 

を今
：！

む

工

場

は

、

、

c

ろ)

'(

は5

 

(

に)
(

ほ)

ハS

 

(

ぬ)

、

(

れ)

の
七
.工
場
で
あ
る
。
叉
小
规
及
び
桌
上
献
盤
を
持
っ
ェ
場
は

(

ぃ
> -

,

,
, 

' 

五

六

• 

0

三

I
〕

.

U
ろ
：K
5 (

へ
-
d
 (

ぬ)

-の
‘六工場である。

、
ン
 

,
、
ル
そ
旋
盤
ば
本
來
そ
れ
■が
汎
用
工
作
機
械
で
あ
る
に
も
拘
ら 

、す
、-機
械
體
系
の
樞
軸
を
承
す
も
の
で
あ
り' 
而
も
小
型
、
卓
，上 

„

旋
盤
の
’使
用
は
女
子
、

幼
年
エ
绰
の
、
^
熟
練
工
、に
も
容
易
で
あ
、
 

り
、
從
つV

、

か
>
る
橄
齋
の
1

の
扃
.る
こ
と
は
、
そ
の
工
場 

の
肐
代
化
の
二
指
標
と
な
め
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
尸 

.

.

'

次
に
旋
盤
•の
各
誠
、
•各
型
.の
存
す
る
工
場
は
、
單I

の
遨
叉
は
一 

種
類
の
み
で
凡
ゆ
る
作
業
を
す
る

H

場
に
比
し
ノ
製
品
に
應
じ
て
，
 

適
±'
&
|
叉
.は
種

類

の

旋

盤

を

使

，
用

出

來

、

ぞ

ひ

、
結

果

製

品

の

精

ハ 

密
度
も
亦
髙
◊
な

る

働

'者

.̂
>か
、
?>
-
参
様
'な
旋
盤
の
_
す
る 

こ
、
と
に
'ょ‘
り
、
專
門
エ
に
八
刀?:
れ
、.
.分
業
が
行
は
れ
る
こ2
を
1̂
丨
 

能

な

ら

る
o 

.

<

-
g
.
.

次
に
、•，
足
踏
、
手
酿
式
の
プ
レ
ス
、
.
ボ
1

ル
盤
等
の
あ
る
エ 

,

場
は
、.(

ぃ
>

」

‘

(

ぬ)

.

.

(

る)
(

5)
(

ょ)
(

つ)

：
の
六H

場
で
あ 

る
。
こ
れ
等
の
*
«
は
規
模
十
芄
名
以
下
の
エ
■
'

に

兄

ら

れ

，
る

■

.

l

:

,

p

_

_

i

l l
”

.ら
入

手IJ
V

來

ぬ

，
町

工

場

，
の

性

格

を

表

は

じ

，
て

ゐ

，
る

Q
而
も
此
等
の
' 

'機
械
は
'電
動
式
の
も
の
に
比
し
て
、、
0

,

B

{

 

>精
密
度
も
低 

い
事
は
一K
ふ
ま
で
も
な
、い
事
で
あ
る
？
，

 

’
 

,
,

巧

.
董

？

「
裝
#

>

3

1

;
雄
^

便
宜
上
柑
禍
、
へ

爐
.、
.な
，ま
し
'®

、
乾
燥
屬
あ
⑷
と
し
ノ
風
庫
、酸
素
燃
接
機
、
試. 

驗
f

g

と
し
^

0
⑷
は
純
勢
た
る
裝
辑
で
あ
る‘が
㈨

は
骤
置
で 

,は
な
い
が
、
使
宜
上
裝
镫
の
中'に

人

れ

ね

？

此

等

.
の

臺

數

と

汎

用
 

工
作
機
械
i

と

§
比
_
は
第
五
表
に
见
る
如
く
大
規
模
の

H

場
，

:達

_
謹

壊

の

看
■

農

養

_

■

蒸

■

場

篤

は
、
精
密
を
要
す
る
マ
イ
ク
ロ
 

メ 
ー

タ
/I

等
の
測
定
機
、
、試
驗
機 

で
あ
り
。
(b
)

の
中
で
.
i

咼
度
、の̂

の
，
で;^
る

故

例

外

と

看

做

さ

れ

•'ね
’ば
な
ら
ぬ

0 

、
-  

V 
:

.

,

第
七
表
に
於
，い
て
明
瞭
な
如
く
、
七
馬
力
^

/

線
とP

てl.
f

つ 

のg

に
區
別
ざ
れ
る'9
唯
、-
.
<
に)

.土
場
の
H
te

力
で
一
一
十©
« 

の
機
械
を
動
か
し
て
い
る.の
は
、
小
型
機#

^

用
し
てS

る
傲 

、で
あ
る 
o 

- 

、
 

' 

\ .

■

.

.

 

, 

•
.
/

■
 

. 

g

 

.動
力
を
要
す
-る
機
械
に
對
す
る
全
機

&

臺
數
の
比
率
に
ょ
り 

を
，のH

場
の
手
工
業
的
挪
分
の’霖
多
が
f

れ
る
Q

第
七
表
の
示 

す
を
，の
此
部
の
謂
が

1

か1

に
極
べ
近
.い
も
(0
.
は
、-(1
)
に
取
い
て 

み
た
工
場
’と
.玲

ど

、

一

•致
し
て
ゐ
を
。‘
01

ち
：.C

い)

，、

(

ろ)

‘ベ
は) 

(

に)

、(

ほ
>

-

へ)

及
び
.(

ち)

■
ベ
ぬ)

.(

れ)

の
九
工
場
で
あi 

>
る
0

伹

し

，

(

ホ)

エ
場
は
遊
德
械
の
多
い
ヒ
と
を
考
此
せ
ね
ば

」 

な
ら
ぬ
し
、.(

ち)

±-

場
は
六
察
の̂

^

を

食

ん

で

ゐ
|,
;

?

轆

轤

と
^

^

办
.て
手H

的
な
機
械
で
あ
つ
て
、
之
を
多
く
持
つ
琪
は
、
，

' 

、
 

■ 

^

戰
後
中
小H

業
の
*
態
，

‘ 

，

，
,
近
代
的
工
場
と1は
^

ひ
難
い-0 

.

. 
,

•
■

.t

^

0

し
.で
來
る
と
、.
S
熟
に
指
^
と
し
，て
考
へ.? :
細
用
X .

作
機
械
と
、#

用
•工
作
機
械
之
の
比
は
、
、そ
れ
程
明
瞭
な
分
類
を 

.坐
^
も

.の
で
は
な
べ
、

當
地
方- 0
エ
場
が
、

觅
に
諸
細
な
⑴
、

;s
rg

、

の
視
默
か
ら
觅
た
と
き
始
め

’て
’、

(

い
.

)
(

ろ)
(

'は)

-
(

に)
(

ほ)
(

へ)

及

び(

り)

0
ぬ)

の
久
エ
場
と
、
そ
の
他
の 

，工
場
に
一
線
を
引
く
こ
と
が
出
來

.る
事
が
判
明
し
た0.
、

〕

、
T;
;

前
者
の
|
群
を
、八
型
と
し
，

後
の_
1
群
を
.
.6
犁
と
呼
饮 

ぅ
。-
か
、
：る
ニ
つ.の

塑

は

、
， -

旣
に
我V

が
檢
討
し
て
來t:
A

、

B
 
. 

<兩
#

に
芷
に
-
1
致
す
.る
0 

-
へ

'

-に
.し
ょ
ぅ
，0,
か
■>

る
考
察
に
ょ
り
、.
-̂
!

レ
.ッ
ト
旋
盤
と
^
ふ 

様
な
‘稿
度
の
旋
盤
を
有
す
る'.•.(

ゎ)

；(

れ
：>,
、•(

つ)

■
の
：
三

工

場

が

、

、

.

(

A)

に

含

ま

れ
^

る
を
得
ぬ
所
以
名
亦
明
か
に
な
る
，で
あ
に 

ぅ
-

•'」

，

•

へ

■
ベ

：

,
2V
:

勞
働
手
段Q

:

體
系
的
考
察
，
•

パ

.

‘

ン 

.

前
項
に
於
い
て

•我

々

は

幾

つ
•の
*

點
か
ら
勞
働
手
段
の 

.g
f

象
.̂

行
ひ
、

B
.

分

1

つ
の
'型
を
2

^

し
七
9

本
頊
^
货 

u
j
s

は
A 

'勞

攀

段

の

蹬

系

，
的

考

察

の

見

地

公

,A
' 

S

一
.
づ

の 

型
を
檢
W-

す
.る『

何
故
な
ら
ば
、
か>
る

體

系

的

考

察

を

，
俟

つ

て
 

始

め

て#.

エ
«.

の

生

產

カ

の
«:

俗

段

險t
明

か

に

す

石
こ
と‘
が
.
可

,

•

.

.

 

■
/

五

七* 

S
1

三)
.

,



ノ
 

中̂

H

業
の
^

^

、
广
，

-

,

、
能

存

ジ

か
&

で
あ
-る
？

. 
ノ
、
■ 

‘‘ 

. 

-/

,

/

A
gy

を
、
,勞
働
手
段
の
體
系
的
見
地
か&

課
細
に
檢
W,

す
.る 

’
vt
、

M
P
 

(
\

)、

、<
ロ')

の1、 1

っ
の
型
に
分
.

る
-;
0

‘ 

.

■

:ン(

ィ

-(
い)
：へ
ろv

(

へ)

の
n

x-

場
'は
專
用
的
に
用
ひ
ら
れ’ 

'
る；

小製汲び単上旋盤、

/
そ
‘の

他

ぬ'%
用

機

械

を
^

^

的： 

^

ェ

作̂

^
.

に

比';
1

多
-.
<
,
使

用
'0

て

ゐ

る,°
^
.
の

事

實

は

夫

，
久

の 

檄

械

を

、
使

用

す

る

篇

者

が

、

そ

れ

，程

の

，熟

練

を

耍

/$

す

、

各

，
々
， 

旋
盤
報
門
、
フ
ラ
ィ
ラ̂
部
！
：
、
ボ')
ル
槃
部
！
：馨
'に
分
た
れ
、
：'

八

刀

化

し

む

輿

鬥

ェ

が

，
い

で

、
' 
あ
ら
W

る
作
業
を
行
ふ
萬
能
ェ
を
そ 

れ
程
必
，要
と
し
な
く>-
從
っ
て
、
未
熟
練
ェ
、：BIJ
ち
女
子
、
/
f

 

H

の
多
い
褂
に
i

し
て
ゐ
る
，0
命
し
て
、
' 

前
述
し
-?
:
-
第
H

段 

,
階
,

|5
|
|ち
大
：丄
場
制
的
段
階
に-は
程
遠
く
、
第
，

I

ー
段
踏
^

®

ち

マ 

土 

r
i

フ
.T
ク
チ
ユ
，ア.
1
的
段
階
の
中
で
名
、
そ
の
初
期
に
あ
，る
も 

•
の
は
，办
る
が
、
十
九
ェ
場
冲
最
も
近
代
的
な
ェ
場
せ
あ
る
り
. 

(

ロ)

、(

か)

ェ
裼
は
機
械
體
系
か
ら
兄
卞
揚
合
、；
.

(

イ
> 

に

學

る
か
の
如
く
見
ぇ
る'け
れ
尤
も
、
終
、戰
前
ま
で
マ
ィ
ク
ロ
 
•メ
ー
タ
ハ 

1
、
冬
ひ
他
1

を

：要
す
る
製
ロ
|
を
作
っ
て
‘ゐ
た
识
、
0
$
0 

_

作
、
■
修
11
-
に
轉
じ
て
.急

爲

、
機
械
の
七
〇
％
比
遊
休
設
備 

と
な
つ
て
ゐ
る
。
か
、
る
，遊
休
機
械
は
、
機
鞭
髖
系
か
ら
斷
外
さ
’ 

れ
ね
ば
な
ら
-^
故
に
、(

ィ)

<D
V

H場
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。 

(

は
.

)

へ
に)

〈

う)
(

ぬ)

.の
四
工
場
は
、
手
動
式
な
八
ン
ド
ブ

-

\

-

丑
八
-

0
.
1

1
1

3

;

ノ

、 

'

-'
^

ス
，
足
踏
‘ブ

レ

-
ス

等

は

持

-|
:

ぬ
切
れ
ゼ
1

汎
用H

作
P

が 

過
多
の
痛
が
あ
及
、’か
<
v
る
事
實
，は
、•
同
種Q

,

機
械
で
多
ぐ
の
作 

業
.を
す
る
點
で
、
-(

ィ
>

0

エ
埸
'に
比
ん
劣
る
も0
で
あ
る
0 

V

併
1

乍
ら
、，

(

ィ
>
、o

)

共
に
'、
各
々
勞
饊
行
程
は
分
化
じ
、

專
rf
J
H
,

が
づ
い
て
‘〗

W

I

CD

.範
圍
朽
で
各
種
の
作
業
免
爲
し
て 

-

ゐ
1る
ぷ
：
ま
卞
旋
盤"
の
备
機
械
蘧
數
に
此
オ
る
割
合#:
'

く
、
そ̂

等
- 

は
專
用
.g
e

:̂
.
,/J
V
f

r
、
、及
'び
淖
上
旋
盤f

亦
^,
。
、
：
$■!
,
タ

ー

馬
 

カ
數
^

七
馬
カ
*̂

上
で
_あ
ヵ
、
動
力
を
要
す
る
機
械
と
、
.
圣
機
械，
_ 

察
數
と
の
比
摩
もj

か
：I 

'に
近
換
言
す
れ
ば
ハ

»■

力
化
さ
.れ- 

た
機
械
，多
く

1

手
又
は
觅
に
ょ
る
機

#

は
少
い
::
■
と

，を

承

し

て

v>
, 

る
、

又
、
た_と
无
動
カ
化
さ_れ
ぬ
機
械
七
持
づ
と
レ
て
も
、
‘そ
れ 

等
は
測
逛
機
、-:
試
驗
觀
ハ
等
の
高
度
の
も'の
で
^

力
、
次
に
の
べ'

る
所
謂r

手
動
试〕

.
i

と
は
異
つ
、
て
い
、
る

。

、

,

.

.以

土

の

事

か

ム
-b
T
、、

厶

の

型

の

卫

場

で

は

、

專

用

工

作

歡

械

、 

を
多
く
使
用
し
、•帆
用
Xs
作
機
械
も
、
概
し
て
各
褪
の
相
互
補
足-
 

的
な
機
秘
で
あ
つ
て>
皐

一

，な

同

種

の

機

械

に

限

-る
様
な
事
は
 ̂

•ぐ
、
而
も
そ
れ
4
が
部
分
义
々
で\八
条
が
出
來
る
も
の
で
あ
る0 

か
，
、
る

意

味

に

於

い

て

厶

は

第

ニ

段

階

、

_郎
ち
マ
一「

ラ
フ
ア
ク
チ
' 

'
ユ
T

h的
段
階
と
云
へ
る
？

.

(  

,

.

A

に
含
ま
れ
•ぬ

l-
'H

場
は
各
若
干
の
差
異
は
持
ち
つ
、
も
、
，
、
 

次
め
様
な
共
通
の
性
格
を
持
ち
、A
の
八
工
場
と
は
金
く
區
別
出

來
る
も
，の
で
あ
るo' 

,

t

規
模
も
小
さ
く
、
機
械
體
系
荠
於
て
は
金
機
械
裏
敷
に 

'
比
し
、
同
糚
の
汎
用
エ
作
機
械
多
く’
そ
れ
等
で
凡̂

る
作
遂
を

.
 

營
ん
.で
，■い
る
'
0
稀
に
奪
用
工
作
機
械3t
は
.タ
ー
‘レ
ッ
ト
旋
盤
を
氤 

ぇ
た
と
し
て.も
、
遊
休
設
備
で̂-
る
卜
^

^
沿
で
あ
^

か
、
自
家 

製

の

，
不

良

品

が

で

あ

る

。

'
例
へ
ば
前
に
觸
れ
た•

(

ゎ)
(

れ)
(

つ)

. 

の
三
工
場
の
タ
ー
レ.ッ
ト
i

が
失 
> 

如
上
の
事
項
に.
M
當
す
る 

如
き
で
あ
る

-°1•方
';!

般

、
に

手

動

；

g

な
|

の

機

械

，
體

嘌

中

に

；
4
1 

め
る
割
’合
於
'#

い
0

從
つ
て
勞
鐵
衍
程
も
分
化
せ
中
、
親
方
制
®- 

の
機
；

S

工
場
で
、
技
術
程
度
も
所
謂

「

勘」

，に
，ょ
る
非
科
學
的
な 

作
業
が
行
'ば

れ

て

い

て

、

，
親

カ

バ

^

|0

年
期
を
入
1

た
熟
練
エ
0 

が
技
術
の
中
心'と
な
.つ
.て
、
年
少
未
熟
練
エ
备
使1
.
て

作

業

を
 

行
.̂

と
’云
ふ
町
エ
«

的
性
格
を
持
つ
も
ひ
で
夺
る0 

•

-

 

、
以
上
勞
働
手
段
の
體
系
の
襯
酈
か
ら
分
析
し
た
結
及
_

々
は
j 

調
嵌
十
九H

場
の
&

i

、
、A
、
3

の
1
1
つ

の

遡

を

见

出

し

?:
-
。

此 

-
等
の
間
に
は
腾
鑛
系
ぞ
ひ
も
の
、
遨
、
、
ep

ち

，
生

產

力

の

段

階

が

.
‘

,

存
在
，し
て
い
る
。
而
し
て
前
者
は
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
产
ヴ
ー
的
、

.後
者
は
需
工
業
的
段
階
に
：あ
る
々
更
は
こ
れ
ら
‘
A
'B

g
K
P

 

. 

の
型
は
！
！
述
せ
る
如
くA
、
JB
‘の
一
一.つ
の
群
と
芷
し
く
厶
•致
す

' ili、，

經
，營
CD

雜
織=

經
營Q

企
產
機
權
♦

:
,

ハ
取

中̂
小

3:
業
ぬ

^
'̂ 

, 
:•

、ン

我

々

は
^

れ
ま
で
各
部
に
於
い
て
、
種
々
な
る
觀
點
か
ら
分
析 

.

,
を
行
’い
.つ
、
、
生
産
物
視
角
かk
導
か
れ
た
A

、
B-

の
1
ニ
つ
の
群
1

. 

.

.
、と
、
勞
慟
手
段(

機
械
：> 

の
體
系
の
點
か
ら
涝
さ
れ
た
人
へB

の 

' 

、ニ
の
既
'

が
夫
^

大
體
に
。於
い
てI,

致
す
る
事
を
見»

し
?:
0

か 

.

く
て
本
節
に
於
て
ほ
こ
の
兩
者
を
經
犛
の
組
織
の
點
か
ら
盤
序
レ

{ 

っ
\

、
決
々
の
、經
售:(
0

持

っ

生

齑

機

權

，
の

-質
を
探
っ
て
み
ょ
ぅ
。

,

芯Q
,

場
合
、.視
.點
;̂
'
な
る
.の
«
ク
經
聲
內
に
於
’け
.る
經
耆
者
か
ら.

勞
働
者
に
至
ざ
階
曆
的
系
列
の
如
何
と
で
ァ
點
で
あ
る
。
何

•故
.な

：
■. 

、

ら

こ

れ

於

て

、
生
産
力
と
生
產
關
係

—

の
相W

’

規
定
に
基
く
生 

產
^

^

を
の
も
め
^

性
故
-が
明
示
さ
れ-る
か
^

で
あ
る
？

、

 

/

扨

て

、
，
經

鰲

內

の

階

層

的

系

列

は

，
、

，

s

企
業
者——

歜

員(

技
.
ノ 

術
者
：

一 

—

^
勞
働
者
な
る
系
列̂

、®

經
營
者
r

親

方

.

(

熟
練 

X〕

^
-
I

徒
•弟， c

f

熟p
H

 3

な
る
系
列
CP

ニ
つ
の
類
型
.が
#

ぇ 

ら

れ

，
る

？

免

ふ

ま

.で
も
な
.く
、
$

は
抵
代
的
經
營
の
階
曆
的
茶 

.

烈
で
あ
り
、.後
者
は
前
期
的
緣
營
の
階
肢
的
系
列
で
あ
る
^

か
、

• 

視
點
か
ら
調
盗H

場
十
九
エ
場
を
考
察
し
て
み
る
と、
.，
‘

：

,

(!
)
-
'

の
.系

列

，
に

あ

る

が

、
の

对

、

(

い)

：.
へ
ろ)

_

(

は)
(

'ほ)
(

り>■

の 

\

 

■五
'ェ

場.で
あ
^

、
然
も
夫
\
>-

の
經
營
者
の
他
格
は
一
工
場

《

ろ)

H

場)

を
除
い
て
は
俏
れ
も
勞
働
者
出
身6
親
方
的
な
も
'の
で
は 

,
u
s
'
o
そ
レ
て
勢
'{
1,*?
成̂
に
於
>
て
未
熟
練
エ
0(
外
.に
‘三—

十
‘

-

年
の
寒
幹
中
塾H

が
相
當
の
部
'八§
'̂
占
め
て
い
る
-.
0
か
く
の
伽
く

’
：

..：

パ

.

.
,•
.

.

五
九 

ノ o
s

g
Q

, 

, 
.、
ノ



、
•

,戰
後
中
小H

業
の

'赞

態

-

こ
れ
^

の

ェ

場

ば
^

に
近
代
的
生
產̂

^

ど
有
す
る
ん
の—

と
?

-̂
、
 

る
*0

、而
し
て
こ
れ
ら
の
經
皆
は.全
て
冬
型
エ
場
で
あ
る.。
■そ
レ
て
，
 

、
’
比
較
的
近
代
的
な
生
產
ヵ
體
參
有
す♦るH

場
は
そ
の
生
產
關
係 

’

に
於
て
近
代
的
な
性
格
を
有
ル
て5

各
事
が
明
_

と
.な
る
。

■

,

‘ 

'
'(
2
)
0
:
系

列

に

あ

，
る

も

の

は

’

(

る)

’(

を)

’(

か)

、(

は)
<
u
)

.. 
<ぎ

？

)

の
.七
土
場
で
如
り
、
こ̂

ら
0-

ェ
場
：の
全'て
ば
6
.
型
，
 

X

場
で
あ
る
9

こ
れ
ら
の
經
營
者
は
何
れ.も
勞
働
者
乃
至
親
方
出- 

'身
の
秦
で
ぁ〜

る
ゾ
そ
の
作
/

べ
か
ズ
ょ)

•

(

た)

•

(

そ)
(

つ
.

)

•
の 

.

苯
工
場
で
比
經
螫
者
味
何
れ-も
ヤ
年
以
上
の
熟_

ェ
.
.
で

經

贊

の

技

い

. 

術
的
巾
心
と̂

つ
.
て

い

る

‘
。

而

し

で

 

>,
も
の
勞
働
九
»

成
。
於
で
. 

.
‘

も
孰
練
;

(

十
年
以
上)

と
未
熟
練
エ
の
兩
極
に
對
極
的̂
分

化

，
 

、

集

中

し

，
て

い

•る
。
か
く
し
て
、
こ
れ
レ
の
經
營
は,1
E

に
前
期
的
な
- 

.

も
の
\
で
ぁ
り
1

か
ふ
ぶ
#/
]̂

的
坐
產
關
係
は
、*

«

趴
砠
^

ヵ
_

,
•

系
に
一
‘致
す
る
事
が
明
瞭
で
あ
る
ん
厳
密
に
は
⑴
及
、

(2
}

g

系
列
に 

、

嵐
さ
ぬ
。，

.

(

6

 

A
へ〉

•

(

.と)

八(

ち
.

)
(

ゎ)
-
(

れ)

.
の
ー
へ13
:

敬
は『

 

,

打
ぼ
⑴
-と
⑶

と
の
中
冊
的
形
態
で
あ̂
ガ
考
ぇ
ら
れ
る‘が
、
こ
れ
. 

を
靜
細
に
分
浙
す
る
時
、
"こ
れ
も
ニ
つ
の
^

に
分
た
れ
る
。
卽
ち 

'
A
に
屬
す
'
る

(
1
Q

 

(

へ)

、
の
■
兩

ェ

場

は

ル

そ

の

勞

働

ヵ

權

成

に

- 

於

て

旣

に

分

斯

ル

?:

如

ぐ
*-
¥

近

代

的

性

御

を

持

つ

も

の

で

あ

•
る

に 

反
し
て
、i

型
i

s

す
る
.

(

と
‘y
 

(

ち)
(

ゎ)
(

れ)

；o
;
四

工

場.‘ 

ノ 

, 

■
は
、
、

のI

力
構
成
に
，於
て
、1

^

1

手
f

t

,

し

，

：

,

六
o
 

S

ニ
5
 

, 

ノ

‘

ぐ
格
を
‘持
つ
で
.'い
.戈
9

而
し
て
後
者
は
花
し
く
 
§
:
0
系
列
ょ
り
1;
の 

系
列
-
へ
の
推
移
0
_
趣
程
に
あ
る9

に
反
，し
て'
後
#'

は
寧
ろ
(2
)

の
/ 

系
列
に
近
似
.1

て̂

る
。
.

.

,.
-
.
.
*
ノ
 

ノ 

マ

以

上

の

諸

視

角

ょ-]
)

考
察
オ
る
に
フ<

と
0;1
と
の
兩
驶
の
差
ば

' 

■ 

明

瞭

と

な

り

、
，
そ

の

間

に

は

段

隨

的

差

と

、
も

iK

ぺ
冬
べ
き
相
違
が

,
. 

あ
.̂

。
3

ち
3

|1

は
何
れ
6

點
ょ
り
^

る
も
極
め
て
半
エ
業
的̂'
;

.
#

格
文
有
0

、
'
ぞ
こ
に
使
服
？
れ
て
い
る
機
械
は
，戲
畫
化さ
れ

、

•

て
、
'■一_

の
道
具
七
隨
じ
機
能
を
果
す
に
過
ぎ
な
い
0

か

、
る

技

術
、

,
的
恶
礎
か
ら
必
然
的
に
導
き
咐
さ
れ
る
結
见
と
し
て
、
經
醬
內
の

‘_ 

,

,
僧
廣
的
系
別
ば
把
に
前
期
^
な
そ
れ
で
あ
る
す
從
つ
て
良
型
に
於 

V

る
失
產
機
®

そ
の」

も
ぬ
に
は
、
極
め
て
前
期
的
笆
彩
が
亂
く
、 

道
具
を
機
械
に
代
他
し
た
手
工
業
に
過
ぎ
な
い
と
さ
え
被
言
し
得

‘ 

る
で
あ
ら
ぅ̂
' 

- 

,

-

|
1
_

機

昼
®

_

疆

■

題
,

意

ぬ

有
心
、.
抵
代
的
な
生
’逮
'̂

に
近
き
も
の
を
有01
て
い
る
。
併
じ
乍 

<

\t

れ
は
あ
く
^

で
'も
B

發
と
對
It

し
た
時
の
泉
で.あ
‘
.つ
て
、
そ 

れ
_

體
-と
し
て
考
鲁
す
る
々
ら
ば

(

い
^(

ろ
，

)
(

は)

，の
三
工
場
'

.»

が
近
代
拥
エ
場
た
る<p
資
格
，を
有
す
る
で
あ
ら
、
O
0 

^

乍 

六

終
蓉
の
特
殊
な
事
情
は
生
產
物
の
視
角
か
ら
考
察
し
た
如 

.
'
，
ぐ

塵

の

合

興

：

S
3
,

發
展
免
妨
•け
相
對
的
剩
余
贤
値
形
成
の
可
能
，

，
 

、

牲
の
I

を
摩
つ
て
い
る。

' 

,

;

厂

-

,
4
^

て
‘當
地
方
‘(0
*

エ

,«

ば
ニ
般
に
低
賃
銀
と
、̂

^

間
'0

延 

長
と
い
ふ
絕
對
的
剩
余
氣
値
の
收
取
疼
よ
っ
て
そ
^

^
潤
を
^

け
，
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î
i.
 

•..
 

.... 

.

.

. 

. 

•  

.

. 

:
■:
-•.
..'

■.
.
 

前V
'

號
：：
3

3

自

•：

欢

' 

/

V
<\

‘論

說

-

,

,、'
,

;■
、

中
世
西
歐
の
國
家
樯
造

…
…

r

:

;

.

…
…
；

高
，̂

象
'
'
平 

ア
グ
：ム
•

ス
ミ
ス
-「

^'
^

胄」

の
，一
考
察
、肖

崎

，降
夫

ン 

'
資

•

料 

ノ

•-'、 

■; 

、

.吼
本
眞
珠
志

(

下)

.

.

.…

：
羽

原

X'
吉

、
'
'書
.

評 

、，
，

•
,
vマ
ゾ
箸「

ロ
本
に
お
け

'る
近
代
國
象
の

’成
立」

■

*,
' 

•金

丸

平

八

V

,

-

/ 

 ̂

f 

'
、
一
,
へ

• 

' 

/ 

•

' 

:

'
 

ノ
 

:

六
-:• 

0

 

三
六〕


